
第４回 東京大学技術発表会 特別企画 シンポジウム 

「技術系職員に求められる技術 ～その多様性と今起きている変化～」 

 

第 4回 東京大学技術発表会 実行委員会 

 

 

【開催趣旨】 第 4回東京大学技術発表会を開催するにあたり、実行委員会では「技術系職員に

求められる技術」についてのシンポジウムを企画いたしました。 

東京大学には多くの技術系職員が働いており、その職務の内容や持っている技

術は多岐にわたっています。技術系職員が抱える問題やこれからの課題について

考える際にも、その多様性を理解することは重要です。一方、技術系職員をとり

まく状況は大きく変わっており、その職務や技術も変化を求められています。例

えば技術職員の人数が減っていることにより、特に研究室所属の技術職員は後任

の補充がされず減少している傾向にあります。それに伴い、研究室に所属してい

た技術職員が共通系の組織に移動する例も見られます。また、上席技術専門員の

職ができるなど、技術組織の面からも状況は変わりつつあります。 
本シンポジウムでは、様々な立場で働く 5 名の技術職員をパネリストに迎え、

それぞれの職務への理解を深めつつ、時代背景なども含め、私たちに求められて

いる技術は何か、議論したいと考えています。 
多くの技術系職員の皆様にご出席いただき、活発な意見交換が行われることを期

待いたします。 
 
 
【シンポジウム開催日程】 

・日時：２０２２年３月 7日（月）１４：３０ ～１６：００ 

・会場：オンライン開催 

 

 

【パネリスト紹介】 
〇森山彰久（大気海洋研究所、技術専門職員） 
経  歴：1995 年 海洋研究所 資源解析部門に着任、2010 年より 大気海洋研究所 共同

利用共同研究推進センター陸上研究推進室／広報室（兼務） 
職務内容：共通実験施設（主担当 4＋副担当 2）の管理・運営、データベース管理、広報室

業務、ほか 
発言趣旨：シンポジウム開催趣旨。2010 年の海洋研究所改組にて、研究室配属を含む技術

職員全員が 1 つの研究支援組織の所属になった事例についても紹介いたします。 
 



 〇亀尾 桂（大気海洋研究所 技術専門職員） 
 経  歴：2001 年海洋研究所海洋底科学部門海洋底地質学分野採用 

2006 年海洋研究所観測研究企画室兼務 
2010 年改組により大気海洋研究所共同利用共同研究推進センター観測研究推

進室在籍 
2011 年共同利用共同研究推進センター研究航海企画センター兼務 

 職務内容：共同利用観測機器（主に地学系）の保守管理・船上での運用保守、共同利用研究

者と関係各所との調整、各種委員会の補佐 
 発言趣旨：国立大学の法人化、研究所の改組等による職務内容の変化について、自身の経験

をもとにお話ししたいと思います。 
 

〇犬飼 浩（農学生命科学研究科北海道演習林、農学技術部副技術部長、上席技術専門員） 
経  歴：1987-2010 年度北海道演習林、2011 田無演習林、2012-14 演習林統括技術長、

2015-21 北海道演習林、2021 農学技術部 副技術部長・上席技術専門員 
職務内容：北方天然林における持続的な森林利用に関する試験研究と森林管理全般。専門分

野としてはウダイカンバの高品質材育成。 
発言趣旨：演習林技術職員の業務と農学技術部組織について紹介する。上席技術専門員の職

務に関して、個人的な現状と組織から求められる役割について述べる予定である。 
 

〇猪目祐介（宇宙線研究所、技術職員） 
 経  歴：2018 年 宇宙線研究所チェレンコフ宇宙ガンマ線グループに学術支援専門職員

として着任 
2021 年 宇宙線研究所附属乗鞍観測所に技術職員として着任、神岡宇宙素粒子

研究施設にて勤務 
 職務内容：センサー試験やハードウェアの設計・開発・組み立て、測定業務など 
 発言趣旨：宇宙線研究所における自身の現在の業務内容について紹介するとともに、前職か

ら柏キャンパスと神岡施設という異なる場所・研究グループに技術職として勤務

してきた経験も含めて、技術職員を目指した動機や実際に勤務して感じたことな

どを述べる予定である。 
 
〇浜田雅之（物性研究所 ナノスケール物性研究部門、技術専門職員） 
経  歴：2001 年 物性研究所 長谷川研究室に技術職員として着任 

 職務内容：走査プローブ顕微鏡に関する共同利用・技術開発・維持管理など 
発言趣旨：発表者（浜田）は、一般にあまり知られていない今や絶滅危惧職である「研究室

に所属する技術職員」に採用されてから約 20 年になる。その職務・変化等につ

いて、苦労話・雑談等を交えながら述べる予定である。 
 

 


